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西ドイツにおける初等理科教育の展開

川　　原　　寄　　人※

醐㊧Z蝸馳㎜㎜帥f鯛帥皿g

　Selt1969smd　d1e　Lehrp1ane　fur　d1e　Grundschu1e1n㎜ehrer　Landern　m　BRD　neu　bearb＿
e1tet，1n　dle　e1n　neuer　Sachunterr1cht　statt　des　trad1t1one11en　He1正natkundeunterr1chts　e1nge一

雌hrt　worden　ist．

　In　d1esem　Be1trage　smd　dle　Umr1sse　und　d1e　Programme　Ober　d1e　Aufgabe　und　den　Inha1t

des　Sachunterrlchts－hauptsユch11ch　des　naturw1ssenschaft11ch－techn1schen　Unterr1chts－m

d1esen　Landern　ana1ys1ert

　Aus　Ergebmssen　der　Ana1yse　lst　es　deut11ch，daB　der　naturw1ssenschaft11ch－techmsche

Unterr1cht　m　der　Pr1mirstufe　a1s　em　propユdeut1scher　Unterr1cht　fur　d1e　Sekund∬stufe

verstanden　w1rd，md　daB　man　es　fせr　w1cht1g　hユ1t　w1e　d1e　Schu1er　d1e　m　dlen　Naturw1ssen－

schaften　ub11chen　Verfahren　kennen，er1emen　und　anwenden　so11en　Und　auch　ste11t　s1ch

heraus，daB　d1e　Lehrpbne　fur　den　Sachunterrlcht　oder　den　naturw1ssenschaft11ch＿techn1schen

Unterr1cht　m　den　neun　Lオndem　m　den　drel　Typen　grupplert　werden　konnen

A）D1sz1p1mor1ent1erte　Typen　Nordrhem－Westfa1en（1969），Bayem（1971），Rhem1and－Pfa1z
　　und　Saar1and（1971），Sch1eswlg－Ho1stem（1975）

　B）Med1ane　Typen　Hess㎝（1972），Hamburg（1973）

C）Integratlonsor1ent1erte　Typen　Ber1m（1969），Baden－Wurttemberg（1973），N1edersachsen
　　（1975）

　D1e　Integrat1onsor1ent1erung　des　Sachunterr1chts　m　der　Grundschu1en　wlrd　a1s　eme　neue

Stromung1n　BRD　verstanden

I　はじめに

　今から150年前，F．A．W．Diesterwegは教育の根

本原理として合自然性と合文化性を置いた。これら2つ

の原理の意味するとこちは深遠であるが，簡単に述べれ

ば，合自然性の原理は児童の身体的・精神的・能力的発

達に即して教育されること，他方，合文化性の原理はそ

の時代の，その民族の有する文化の程度に応じて教育さ

れることを要求する。これら2つの原理は，今日ではも

う自明の理であることは述べるまでもない。

　理科教育は自然認識を形成する教育である以上，自然

科学や技術の発達に無関係ではあり得ない。

　20世紀における科学技術の発達，特に最近20～30年間

のそれは加速度的であり，欧米の先進国や我が国の生活

環境や生活様式は大きく変化してきている。バスや電車

等交通機関の発達，それに伴う巨大な工業地帯や都市の

出現，ラジオやテレビ等情報メディアの発達等によっ

て。我々は科学の恩恵を蒙らずして生活し得ない状態に

なっていると言っても遇言ではあるまい。

※　島根大学教育学都理科教育研究室

　このような時代的背景において，1950年代後半になる

と，現代の科学技術杜会にふさわしい理科教育への対応

が理科教育関係者の内外から要請されるようになった。

アメリカのPSSC，CBA，BSCS茅IPS，ES
S，S－APA等，一連の理科教授計画やイギリスのナ

フィールド教授計画はそうした要請に応えようとしたも

のであった。西ドイツにおいても同様に，理科教育の改

革が鋭意推進されてきた。特に、基礎学校では，1969年

のノルトライン・ヴェストファーレンとベルリンを筆頭
　　　　　　　　　　　　　　注（1）
に，今日では大半の邦が教授計画（Lehrp1an）を改訂

し，新しい理科カリキュラムを実施している。

　西ドイツ諸邦の基礎学校では，20世紀の初頭より郷土

科（Hematkunde）と呼ぱれる教科の中で国語，杜会，

理科といった教科が統合（合科）されて教えられてきた

が，今回の改訂では伝統的な郷土科が廃止され，それに

替る事象教授（Sachunterr1cht）が新設され、この中の
　　　　　　注（2）
一領域として理科が取り扱われている。

　しかし，事象教授という言葉の明白な概念規定は見当

らず（（1）），また。周知の如く享西ドイツは連邦国家で，

教育に関する立法権や行政権、つまり教育主権は伝統的

に各邦に委ねられているため，事象教授の諸領域鈴領域
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『理科』の内容は一様でなく，むしろ多様である。同じ

国内で，同じ時代的背景にありながら，現代に対処する

初等理科教育の取り組み方が多様であるのは，実に興味

深いことである。

　本稿の目的は，1960年代末期から1970年代申期にかけ

て西ドイツ諸邦の基礎学校で順次新設された事象教授の

　般的課題。領域『理科』の課題と内容、特に物理・化

学的カリキュラムを明らかにし，さらに西ドイツ諸邦の

初等理科教育の特徴及び動向について考察しようとする

ものである。

皿　伝統的な郷土科の終焉と事象教授の新設

　20世紀の初頭より基礎学校の申心教科として重視され

てきた郷土科も，1960年代の後半になると多方面からの

見直しが要請されるようになった。このような見直し要

請は，1950年代末期から1960年代にかけてアメリカやイ

ギリスの現代化と呼ばれた一連の理科教育改革運動と符

合するものであり、その影響を受けたものであることは

否めない。

　郷土科教授に対するはっきりとした批判が提出された

のは，1967年になってからであり，その先鋒を切ったの

はR．Micke，H．Fiege，R．Witte等であった。（2）と

かくするうちに，郷土科批判と時代にふさわしい事象教

授の新設を主張する論文が多数提出された。たとえば，

同年，月刊紙『教育学の世界』の10月号の論文，F．O．

Schmadererの『郷土科はまだ現代に適しているか9』

やM．Mayerの『基礎学校の事象教授』等である。

　1967年から1969年にかけては，rアメリカやイギリス

のカリキュラムの例にならう傾向が生じ，一部は単なる

模傲が，別の場合は基礎学校の教授伝統に構造化構想の

転用を行おうとする試みが行われた。」（3）

　そして，1969年10月2日から5日までフランクフルト

1アム。マイン市で開催された全邦基礎学校会議にお

いて，新しい事象教授に関する論議がF　KopP　K

Sprecke1sen，H　Ma1erによって展開された。（4）

　1970年2月に，トイツ教育審議会が『教育制度に関す

る構造計画（Strukturp1an　f竈r　das　B11dungswesen）』

を提出した。この申で「現代杜会の中で生活するための

条件は教授と学習遇程が学問を志向しているということ

を要求する。・…・・学習対象と学習方法に関する学問指向

性（W1ssenschaftsor1ent1erthe1t）はどの年令段階に

も適用される。」（5）と，初等段階における学問志向を勧

告した。なお，『教育制度のための構造計画』の中で勧

告された新しい初等段階の基本原理と従来の基礎学校の

それが身L　F　Katzenbergerによって整理されている

ので，それを次に示す。（6）

1919年の設立以来，過去50

年間の基礎学校の原理

⑧郷土の’いたわる空問

（Schonraum）、の維持（成

熟をまつこと）

⑧体験申心

⑧教育の全体性

竃グロ’一バルな目標設定

⑧合科教授

⑧協同体

⑧淘汰すること

⑧類別すること

1970年のドイソ教育審議会

の構造計画に即した初等段

階の原理

⑧機会均等を考慮した早期

の能カ促進の挑戦（早期学
習）

慈学間志向

⑧最適性の原理に基づいた

内的区別化の方法による個

別学習

⑧学習目標志向の授業形態

⑧教科的に整頓された教授

亀協力する能力と杜会的競

争

亀促進すること

⑧同権にすること

　以上のような背景のもとで，1970年7月2日に開催さ

れた全邦文部大臣会議において，ついに，合科教授的郷

土科の原則的廃止といろいろな教授領域の自律性（Ei－

gengesetz1ichkeit）　を強化した予備教科的教授

（vorfach11cher　Unterr1cht）の導入を提案することと

なったのである。事象教授の新しい強調点として掲げら

れたものは，次の諸点である。（7）

　・　今日，テレビが知識の伝達に際して及ぼす影響を

　　考慮して，空間的に遠くにあっても，児童にとって

　　心理的に身近な現実の現象を教授に包含すること。

　。　工業杜会の経済的，法的，政治的及び杜会的関係

　　と同様に，技術的及び自然科学的現象に留意するこ

　　と。

　・　看破しがたい現象や関係を明白にするため，そし

　　て，児童の考え方を批判的に解き明かすために，児

　　童に適した実験を導入すること。：児重による実験

　　的または理論的な解決方法の探索と試験。

　・　学校における情報の媒介に対して，情報の獲得を

　　強調すること。

　かくて，西ドイツ諸邦の基礎学校における教授計画が

順次改訂され，新しい事象教授が導入されることとなっ

たのである。

皿西ドイツ諸邦の墓礎学校の事象教授におけ

　る領域『理科』の分析

　①ノルトライン色ヴェストファーレン（1969）

　『ノルトライン・ヴェストファーレンにおける基礎

学校のための指針及び教授計画（R1cht11menmd

Lehrp1ane　f阯　dle　Grund，schu1e　m　Nordrhem＿

Westfa1㎝）』は，事象教授のための新しい教授計画の
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最初のものであり，r他の邦の模範となった。」（8）この

計画の作成と試行は1970隼のドイソ教育審議会のいわゆ

る『構造計画』の発表以前に行われていた。それにもか

かわらず，この計画では，伝統的な郷土科の原則的な廃

止と広範な学科志向（D1sz1p1mor1ent1erung）を強調す

る学問的に方向づけた教授への移行がはっきりと示され

ている。

　事象教授は，物理学。気象学，化学，技術、生物学，

性教育，社会学習，家政学，地理学，交通安全教育の9

つの学習領域に分けられている。この分け方は中等学校

の諸教科に対応している。

　事象教授の学習課題は3点にわたって掲げられている

が，次のものはその抜粋である、

　第1の課題

　　事象教授においては，児童の種々な経験を取り上

　げ事整理し。そして教師は児童を意識的な経験へと導

　き，一斉授業開始の基礎をつくる。

　第2の課題

　　白然や杜会の申で起っている現象や出来事に関して

　はっきりとした理解を深める。だが，個々の現象や出

　来事が児童にふさわしい方法で，現象平面（Phmo－

　menebene）を越えて精神的に把握できるようにされ

　た時，また，理論形成一予想，仮説の設定，試行と錯

　誤、構想と実験一の最初の試みを可能とする大きな関

　係の申に組み込まれた時，はっきりと理解される。

　第3の課題

　　事象教授は，一方では，その教授から生じ，それを

　越えて導かれる後の教科教授を基礎にするが，それを

　先取りするのではないということ、他方ではタこの後

　の教授のために児童を啓発し，そして動機づけるとい

　うことである。この啓発は，基礎知識の伝達と同様に

　適切な認識の仕方及び思考の方法を発展させるという

　目的で、一定の学習かつ行動形式の伝達を包含してい

　る。

　物理学・気象学領域の課題は，「自然に関する疑間を

物理学的及び気象学的問題へと導き，その問題で相互関

係と合法則性が探究され，認識され，そして事象に適し

た方法で伝達できるように，児童に彼らの環境を解明さ

せてやることである。それによって，事象に関連した最

初の理論形成が可能となる。　　間題把握及び間題解決

の仕方は，探究の中で児童が得るものだが，児重はそれ

を新事態へ転用することを学ぶべきである（転移）。」（9）

と示されている。

　この　般的課題から，探究的教授のための進行図式が

提案されている。

　化学の領域に関しては，課題と学習目標は別々に記述

されており，学習目標は学習内容の解説及び留意点とい

ったものである。この領域では，「環境を克服するため

1問題一一→ 解決方法の探索

王　　　　↓
探究の結果 ＜一一＞ 探究による精査

の手助けを与え，科学すなわち化学の構造を学習するた・

めの準備をするために、初歩的な化学的観点を習得させ

るような内容が選択される。」ωと述べられているが、

その内容として選択された指導テーマ（Le1tthemen）

は次のものである。ω

　。物質とその性質

　・混合，その調合及び分離

　・溶解

　・粒子概念の発展

　。物質の変化

　教授計画の分析は物理学⑤気象学と化学の領域に留め

るが，技術の領域における次の課題は興味深い。

　「この領域における課題は，範例的で技術的な実情に

関する知識を基礎づけ，基礎となっている物理学的現象

を経験させるべきである。」⑫

　②ベルリン（1969）

　『ベルリンの学校における教授と教育のための大綱計

画（Rahmenp1土nefOrUnterr1chtundErz1ehmg

mderBer1merSchu1e）』はノルトライノ・ウェスト

ファーレンの教授計画とほぽ同じ頃に公表された。だ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注（3〕
が，この大綱計画では，6カ年の基礎学校の最初の4カ

年の全教授を『予傭教科教授（Vorfach11cher　Unterr－

icht）』と位置づけ，次のように説明している。「入学

者はまだ教科専門的観点で世界を解明することが困難で

ある、それで，基礎学校の最初の4カ年に対しては，ま

だ，広範で未分化な予傭教科的教授が適している。」⑲

　この予備教科的教授の中で，ノルトライン・ヴェスト

ファーレンの事象教授に対応するものは事象科（Sach－

kunde）と呼び，その内容を5つの視点から区分してい

る。

　・技術・物理学的視点　　　。歴史学的視点

　・生物学的視点　　　　　　・杜会学的視点

　。地理学的視点

　各々の視点に教授内容が例示されている。しかし，そ

れは教師の概観的な方向づけに役立つように示されたも

のであって、「普通の教科的あるいは教授過程に類した

分化へと導くのではなく，また，事象科の授業時問の図

式的な配分へと導いてはならない。」ωと注記されてい

る。
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　技術的⑧自然科学的視点（技術的田物理学的視点と生

物学的視点）の主な課題は，「技術的1自然科学的視点

に立って。現実の諸断面の解明へと導くような経験を児

童に与えること」㈹と，仮説の設定と検証，観察と考察

等の探究の遇程を習得させることである。

　教授内容は1・2学年を一まとめにした第　段階と3

芭4学年の第二段階に分けて、その大綱を示している。

㈹

　第　段階：・技術的器具の操作

　第二段階：・消費財はどのようにして得られるか？ま

　　　　　　たは生産されるか？（例：飲料水，燈用ガ

　　　　　　ス，焼物、織物類）

　　　　　　。技術的器具はどんな働きをするか？（例

　　　　　　：水栓，自転車のブレーキ，電熱器，羅針

　　　　　　儀）

　　　　　　。複雑な技術的かかわりはどんな構造にな

　　　　　　っているか？（例：電力供給，下水道，テ

　　　　　　レビ中継）

　　　　　　・技術的器具の中でどんな物理学的・化学

　　　　　　的知識が利用されているか9（例　浮力，

　　　　　　反動，磁力）

　　　　　　・技術的解決　（technlscher　LOsmg㎝）

　　　　　　の実行（例：運動の伝達，タービン，照

　　　　　　明）

　　　　　　・技術的器具の操作

　③バイエルン（1971）

　バイエルンの『基礎学校のための教授計画（Lehr－

p1ane　fur　d1e　Grundschu1e）Jは1960年代の終り頃に

すでに作成されていたが，その基本的な構想において，

初等段階における白然科学教授の要請に最も強く応じた

ものであると言えよう。

　「基礎学校の事象教授は児童を彼の経験空間にある対

象の事実に即した論議へと導く。その際，事象教授は教

科的に整頓された問題に対する児童の興味を喚起し，そ

して，継続する学校の教科に分けられた事象教授の前提

を形成する。」㈹という課題に基づき，事象教授を次の

5つの教科的領域に区分している。

　・杜会・経済学　　　　　・生物学

　。歴史学　　　　　　　　・物理学／化学

　。地理学

　物理学／化学領域では5つの必須学習課題が置かれ，

それぞれの学習課題に獲得されるべき主要な能力や技能

が掲げられ，きらに，これらを達成するための教材が各

学年に配列されている。必須学習課題は，①物質の性質

画状態・変化（モデルとして粒子概念図），②力・働き

⑧変化，⑧測定と計算，④身のまわりにある物理学的・

技術的機器，⑤作図と工作であり，主要な能力や技能は

観察。記録，整理，仮説の設定及び検証等である。⑲

　なお，バイエルノにおいて，1976年8月に『基礎学校

のための教授計画』が改訂されている。改訂された主な

点を整理すれば次のとおりである。

　①事象教授という教科名が『郷土科及び事象科

　　（Hemat－md　Sachkmde）』に変更されている。

　②　物理学／化学領域の課題⑤の作図と工作が全部削

　　除され，また，課題①から④まではその内容におい

　　て大差ないが，各学年の教材がかなり削減されてい

　　る。

　さて，事象教授から郷土科及び事象科への教科名変更

は。1971年の教授計画が予備教科的教授の色彩を強く出

しすぎていたことに対する反省を示すものであろう。

1971年版の事象教授の課題として『事象教授は……継続

する学校の教科に分けられた事象教授の前提を形成す

る。』と記述されていたが，1975年の改訂ではそのよう

な文面は見当らず，学習内容の選択基準の最後に，「人

間の協同生活，自然，文化及び技術の理解にとって基礎

的であり，また，分化された事象教授にも役立つこと。」

⑲と控目に表現されていることが，それを物語っている

ように思われる。

　④　ラインラント。ファルツ及びザールラント（1971）

　ラインラント・ファルツ及びザールラントのr基礎学

校のための教授計画（Lehrp1an　f竈r　dle　Grmdsch－

u1e）Jで示されている事象教授の課題はノルトライン。

ヴェストファーレンやベルリンの場合と同様に，包括的

に記述されている。

　「事象教授の課題は基礎学校の児童の経験世界の事実

に即した，そして，目的をもった解明にある。同時に整

理された表象の構築によって，申等段階における教科的

な事象教授の基礎が形成される。」⑳　そのために，事象

教授は次の6つの学習領域に区分されている。

　。白然科学的学習領域　　。地理学的学習領域

　・杜会及び政治学的学習領域　・経済学的学習領域

　・歴史学的学習領域　　　・交通安全教育

　自然科学的学習領域は，さらに，物理学／化学／技術

と生物学に2分され，それぞれの課題と内容が記述され

ている。物理学■化学■技術領域の課題は次のとおりで

ある。

　「児童は物理学的及び化学的な白然現象とその合法則

性，また，技術との関連において最初の洞察を習得すべ

きである。児童は簡単な技術的構造を見抜き，そして，

再構成できる能力を身につけるべきである。授業の申

で，児童は事実に即した思考方法や見方ができるように

教育されるべきであり，それによって，白然科学的及び

技術的視点から，我々の生活上のさまざまな関係や関連

が理解できるようになるべきである。」㈱
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　物理学／化学／技術の内容は学科の分類に即して、た

とえぱ熱，光と影，電気，磁石，音，機械というように

整理されている。

　⑤ヘッセン（1972）

　ヘッセンの初等段階のための事象教授の『大綱指針

Rahmenr1cht11men）』に見られる原則的な考え方は，

西ドイツ諸邦の申でもユニークなものである。新しい事

象教授においては学間志向の必要性を認めつつも，それ

が学科にもとづく内容の構造化と理解されることに対し

て懸念を表明し，むしろ，方法志向（1Methodenorエen－

t1erung）として理解されるべきである，と強調してい

る。このような見解は序文の中で，次のように展開され

ている。

　「事象教授は自然や技術ならびに現実問題に関する児

童の興味を強く考慮すべきである。　　だが，学問的な

諸学科を強く構造化することによって，事象教授はあま

りにも強く専門化するという危険な状態にある。

　最近，基礎学校において試行されている多数の教材は，

中等段階の教科教授の無思慮な移行を戒めるというきっ

かけを与えている。専門化するどいうこの傾向は，事象

教授の『学聞志向』を促進するという誤解によって指示

されている。学聞志向という目標を設定することは，専

門化することで達成されない。なぜなら，学習者の状態

が考慮されないままでいるからである。……

　だが，学問志向は方法志向として理解される。そうす

ると，それは，とりわけ，学習過程に関係すべきで，教

授における学習遇程の申で，児童の学習に対する主体性

を強めるような行動の仕方と能カが習得される。」㈱

　事象教授は自然科学的視点と杜会科学的視点の2つに

大別するに留められている。

　前述の基本方針から，白然科学的視点の課題として，

方法を志向したふるまい方（methodenor1㎝t1erte

Verha1tenswe1sen）が掲げられている。これは，S－

APAで科学の方法と呼ばれたものと同様で，観察，比

較，測定，実験，解釈，一般化，モデル化等であり，こ

れらが詳細に解説されている。

　カリキュラムを見ると，1学年はr啓発状態（Anre－

gmgSS1tuat10n）』と呼ぱれ，光と影というテーマから

始まって，17の範例テーマと25の発展テーマからなって

いる。しかし，その解説は非常に簡単なもので，学習目

標が行動目標形式で箇条書きに示されている。それとは

反対に，2学年以降は非常に詳細に記述されている。3

学年の内容は多くの学習単元（Lemeinheit）に分けら

れていて，その配列は教科的な学習の前提を考慮し，そ

して，次第と複雑になって行くように特徴づけられてい

る、大綱指針の序文で学科志向が批判されているのを考

えると，テーマとその具体化は，それと矛盾しているよ

うに思われる。
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　⑥ハンブルク（1973）

　『都市国家ハンブルクの指針及び教授計画（R1cht11－

n1en　und　Lehrp1ane　der　Stadt　Hamburg）』におけ

る事象教授の課題は，「発見の喜びをもたせ，後の教科

教授のために児童の興味を喚起すべきであり，周辺の現

象の意識的な分析へと導き，いろいろな学習技術（Ar－

be1ttechmken）を習得させることによって，後の教科

教授に対する基礎を形成すること」㈱である。

　事象教授は次の5つの領域に分けられている。

　　・自然■生物学　　　　・社会

　　・自然／物理学　　　　・交通安全教育

　　。技術

　自然／物理学領域では2つの包括的な課題が簡潔に表

現されている。

　・基礎的な自然現象を，その関係において理解・学習

　すること。

　。簡単な技術的器具に，この自然現象が応用されてい

　ることを認識すること。

　技術領域の技術的応用関係の中で、いくつかの物理的

事実関係が組織的に学習されるようになっているが，こ

のことはハンブルクの指針で目立つ点である。たとえ

ぱ，電気や機械に関する内容は技術の教授計画の中に載

せられている。また，白然／物理学は9ぺ一ジであるの

に対して，技術は36ぺ一ジとなっている。

　⑦二一ダーザクセン（1975）

　二一ターザクセンの『基礎学校のための大綱指針

（Rahmenr1cht1m1en鋼r　d1e　Grundschu1e）』におけ

る事象教授の課題は，次のように述べられている。

　「事象教授はタ児童にとって現在及び将来にも重要

で，直接及び間接に親しむ現実生活を解明させることで

ある。事象教授は生活状態について思考したり，行動し

たりして，それを克服し，環境をだんだんと分析的かつ

批判的に理解し，そして，年令に応じて環境づくりに協

力することを可能にするような能力と熟練，及び認識と

ふるまい方を媒介する、」㈱

　事象教授は次の5つの領域に分けられている。

　・人間の協同生活　　　　・人間と空間（Raum）

　・人間存在の保障と危難　・白然現象とその関係

　・人間と技術

　自然現象とその関係という領域の課題は，「環境の変

化を批判的に評価できるように，そして，環境の中で責

任をもって行動できるように，児童の年令に即して自然

の現象と経遇を洞察させる」㈲ことである。

　ヘッセンやラインラント・ファルツ等と同様に，二一

ダーザクセンにおいても，いわゆる科学の方法が強調さ
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れている。また，学習遇程を組織する際，原則的に発見

学習の形式をとるよう要求されている。

　自然現象とその関係という領域は生物学的，物理学

的。及び化学的といった部分領域には区分されていな

い。しかし，各学年のテーマと教材配列に関する一覧表

を見れば，教科に類した整理がなされているのがわか

る。物理学及び化学的なテーマは，周囲に起る変化，力

の働きと利用，電気エネルギーの働きと利用の3つのみ

である。

　⑧シュレスヴィヒ・ホルシュタイン（1975）

　『シュレスヴィヒ・ホルシュタインにおける教授計画

（Leh「P1anmSch1esw19－H01stem）』では，事象教

授は共同杜会と自然の2つの領域と、この2領域にまた

がる交通安全教育から構成されている。㈱一

る。

部分領域

共同杜会

↓

事　象　教　授

　　　“人臥．

（地理学，歴史学，杜
会教育）

　　　　　交　通　安

部分領域

自　　然

↓
　　　　へ事象。

（生物学，化学，物理
学）

全　教　育

　自然領域の一般的課題は次のとおりである。

　「児童は，一，有機的及び無機的自然を認知学習し，

一。自然における出来事によって提出された問題を認識

し，一，解決方策として，教科的方法を知りかつ使用す

ることを学習し，一，生物は非生物とは別様に取り扱わ

ねばならないということを経験すべきである。」㈱

　化学と物理学は『化学的及び物理学的事象教授』に一

括されており，この領域では物質の性質と変化，測定方

法と提示方法，無機的自然における現象と力，物理的及

び化学的出来事の技術的応用の4テーマが学習目標とな

っている。そして，テーマ毎に各学年の教材が配列され

ている。㈱　学習目標に関する注釈を見ると，物理学もし

くは化学の概念と方法に著しく方向づけているという印

象は否めない。

　。物質の粒子的構造，モデル形成

　・物理的な基本量，比較，数の使用，測定，図表によ

　　る表示、データの解釈

　。専門的な物理的及び化学的見方、結論を出すこと婁

　　仮説の作成，実施，計画，実験

　・物理学と化学，もしくは技術のいろいろな見方

　　（S1chtwe1se）

　なお、この邦では就学前教育（たとえば，幼稚園）を

基礎学校と関連させて計画しているのも1つの特徴であ

　⑨バーデン・ヴユルテムベルク（1977）

　　『バーデン・ヴユルテムベルクにおける基礎学校学習

指導（Arbe1tsanwe1smgen　f五r　d1e　Grundschu1e　m

Baden－W竈rttemberg）』では，事象教授を経験領域

　（Erfahrungsbere1ch）と行動領域（Hand1mgsbere－

ich）の2つに分けている。その際，自然科学的・技術

的学習は経験領域に含まれる。

　経験領域の課題は，「現実生活の現象ξ関係を検査し

得る方法で把握し，明らかにし、そして判断すること」

㈲と身他邦と同様，探究的及び発見的技能の習得が主な

ものである。

　指導に際しては，「探究的かつ探索的な児童の実態に

基づき」㈱，「児童自身が間題を見い出し，解決を求め

る」㈲ことが，留意点として掲げられている。そして，

指導過程の　般的図式として，発見，基礎つけ，応用の

三段階を提案し，次のように説明している。

　　「発見することと関連して，1つの問題あるいは疑間

が見い出され，仮の解決案が予想として公式化される。

基礎づけることと関連して，予想が検証や実験によって

承認されるか，または否認される。応用することと関連

して，結論は得られた認識から導かれる。」鋤

　物理学的，化学的及び技術的テーマは空気／音，水，

熱／光，遊びと組立，磁気電流，天侯であるが，カリ

キュラムの一覧表を見れば，テーマに対応する単元は4

学年間でわずか2～3であり，とりわけ磁気，電流事天

侯においては1単元のみである。大半の単元はテーマに

関する総合的かつ統合的認識をめざしたもので。a事象

志向，b杜会志向，cコミュニケーション志向，d文化

志向の目標がいくつか組み合わされた，あるいは並置さ

れた内容となっている。

　ところで，ここで分析した1977年の学習指導は，実は

1973年の初版の改訂版である。本来なら1973年版を分析

すべきであったが，これを入取できなかったため，やむ

を得ず1977年版を使用した次第である。1977年の改訂版

は，その基本構想において1973年版と大差ないが，「形

式的な変化は一内容の問題で一54ぺ一ソにわたる

250の教授計画の縮小，教授学的注釈の削除，さらに経

験領域の自然科学的テーマの明白な制限」蝉となってい

る。

　さて，西ドイツ諸邦の事象教授計画の物理学的及ぴ化

学的領域の中で，またはテキストの中で明らかにされた

目標と内容がR　Lauterbachによって分析。整理され

ている。それを付録に掲げている。㈱　なお，前述の分析

において筆者が使用した教授計画は，二一ダーザクセン

の場合1975年版，バーデン1ヴユルテムベルクの場合

1977年版であるが，ここでは前者は1974年に作成された
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教授計画草案，後者は1973年版が使用されている。

1V西ドイツに，おける初等理科教育の特徴と動

　向

　前記の分析結果からわかるように，1969年以降，西ド

イツ諸邦で新たに導入された事象教授における理科教授

計画は，申等段階に対する予備教育として明白に位置つ

けたこと，並びに科学の方法の習得を重視したことの2

つの共通点を除くと多様性に富んでいる。

　しかし，各邦の理科教授計画の主な特徴に着眼する

と，およそ次の三タイプに分類できるであろう。

A　学科志向型：ノルトライン・ヴェストファーレン

　（1969），バイエルン（1971），ラインラント・ファ

　ルツ及びザールラント（1971），シュレスヴィヒ回

　ホルシュタイン（1975）

B　中間型：ヘッセン（1972），ハンブルク（1973）

C　総合。統合志向型：ベルリン（1969），バーデン

　・ヴユルテムベルク（1973），二一ダーザクセン

　（1975）

　およそ学科志向型とは，事象教授の学科別区分（例，

物理学，化学等），学科における基本概念や基本的事項

の習得重視等を特徴とし，総合。統合志向型とは，事象

教授の包括的区分化（例，自然），学科的な制限を越え

た，種々の学科に関連する内容の習得重視等を特徴とす

るものである。なお，中間型は，学科志向型あるいは総

合・統合志向型としての特徴を有しないものである。

　ところで，A－B－Cの順序は西ドイツの初等理科教

育の概観的な動向を示している。

　1970～1972年の間に，事象教授の学間志向，また中等

学校に対する予備教育化への反対運動が始まり男1973年

頃には郷土科の適切な評価が行われるようになった。し

かし，それは伝統的郷土科への単なる復帰ではなく，r

統合された事象教授（mtegr1erter　Sachunterr1cht）あ

るいは多岐展望的教授（㎜ehrperspekt1v1scher　Unter－

richt）』鯛という新しい主張である。

　統合的教授は，「大多数の生徒が将来自然科学を専門

としないこと，白然科学及び技術の影響を強く受ける世

の中に住む市民として，それらと絶えず接触しなければ

ならないこと，共同責任をもつ市民として判断し，そし

て決議に加わらねばならないこと，さらにまた，学校が

以上の事柄に対する生活準備の場である。」㈱という認

識にもとづいて、その必要性が主張され，事象教授にお

いては「科学や技術によって提供されたものを批判的に

判断する能力が育成されねぱならないし，判断する際に

不可欠な立場の認識を得る手助けとなる基礎的洞察が，
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専門的な知識よりも大切にされねばならない、」帥と強

調されている。

　1977年までのところ，統合教授計画は、ベルリン，バ

ーデン⑤ヴユルテムベルク多二一ダーザクセンの三邦の

みであるが，統合志向は西ドイツの初等理科教育におけ

る新しい動向として注目に値するであろう。

V　おわりに

　本稿では伝統的な郷土科に替って新たに導入された事

象教授における理科教授計画の特徴を，9邦にわたって

明らかにし，1960年代末期から約10年間の西ドイツの初

等理科教育の概観的動向について考察したが，各邦の具

体的な理科カリキュラムは言及することができなかっ

た。また最近の新しい動向と考えられる統合的事象教授

についても深く洞察することができなかった。これらの

ことを今後の課題としたい。

注及ぴ文献

　注

注（1）教授計画は我が国の学習指導要領に類似したもの

　　である。邦によって種々な名称があるので、ここで

　　は総称語として使用されている。　（例：大綱計画

　　Rahmenp1an，大綱指針Rahmenr1cht11m㎝　学

　　習指導Arbe1tsanwe1sung等）

注（2）理科は領域『自然』、『物理学・化学』『生物学』

　　等の総称語として使用されている。なお、筆者は『

　　西トイツにおける初等理科教育』　（島根大学教育学

　　部紀要、第7巻，昭和48隼）の中で，当時の改革の

　　動向として，「従来の合科形態を廃止し，理科を教

　　科として独立させ，基礎学校の1学年から課す」と

　　報じたが，バイエルンやノルトライン⑧ヴェストフ

　　ァーンは教科的色彩を濃厚に打ち出しているものの

　　理科を教科として独立させてはいない。誤報に対し

　　て深く陳謝したい。

注（3）基礎学校はブレーメン、ハンブルク，ベルリンの

　　3つの都市国家は6カ年であるが，他の諸邦では4

　　カ年である。
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表1b：自然科学の方法

＼、　　　　　　　教　授　計　画

児童は

西ドイツにおける初等理科教育の展開

身鱒駆轟螂孚べきである。＼

観察，考察

比較，類別

調査，検査

整理，分類
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記述，記録

明示，象徴化

特殊な白然科学的技術

教具や教材との事実に促した触れ合
い

考えの精査

問題の探究と発見

仮説的な間題の解決

推論（仮説の設定）

実験の計画

実験の実施

関係を推量する、または推量すれば
するほどよい

条件コントロール

結果の検査（再検査）

解釈（意味づけ）

解明する（法則を挙示する）

モデルの展開

一般化（抽象化）
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100　　　　　　　　　　　　西ドイソにおける初等理科教育の展開

　　表2：事象教授の物理学的・化学的および技術的内容

　　　　　教　授　計　画

　　　　　、
　　　　　＼
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排×
δ愉斗
）ベヘ

　v庁

1．物質（物質の特性十） 1＋ 3／4キ 1＋ 1／2キ 2＋

3 一
1キ 1＋

1．1変化

1．1．1混合，溶解十 1，2＋ab
一

3／4＋
‘ 3 3

2キ 3＋ 2，3＋b

a）温度依存，

b）飽和

1．1．2分離の仕方 2a ’
3／4 1－4a 3ab 3ab 2b 3ab 2ad，3b

a）ふるい一ろ過，

b）蒸発，C）蒸留，

d）その他

1．1．3物質の三状態（融解一 1，3 3／4 1，2．3，4 1－4 3 1，3 1 2 1，2，3

凝固，蒸発一気化一液
化）

1．1．4蒸発一気化（気化の速 3＋abc 3／4 3ac 1－4 3＋abc 1abc 1a 2 3＋abc

さ十）a）温度，

b）表面，c）空気によ

る

1．1．5物質の変化 2ab ■ 4c 4ab 3c ・ 一 4bc 4bc

a）暖めないで，

b）加熱，c）燃焼

1．1．6確認剤（石灰水） 4 一 一 ’ 一 一 一 一 ’
1．1．7化合（酸化マグネシウ 4 一 ■ ＾ 一 ・ 一 一 4

ム，炭酸ガス）

1．1．8燃焼a）物質，b）空気
一

3／4 2bc ｝ 3bd 3abc 3abd 2b 4ab
c）温度，d）ガス状 abd 4ad

1．1．9錆（鉄），条件キ
一 一 ｝ 一

4＋

’ 一 4 4
1．2特殊な物質または物質の種

類

1．2．1水a）状態変化，b）熱 1a， 3／4 1adf 1－4a 3abcde 3abcdef 1／2ac 2／3ab 1a3fg

による膨張，C）特殊 2ab， bcde bde 9 deg

性，d）凝固点，e）沸
3ef

点，f）循環，9）溶媒

1．2．2空気a）物として，b）
‘

3／4abc 2ab，4c 1－4ab 2abc 1a 1／2ab 2c 3ab
ガス状，C）重さ 4a

1．2．3金属 1 ’ 4 一 ・ 一 一 1 1
1．2．4プラスチック 1 一 3 一 一 4 一 1 1
1．2．5可燃物 …

3／4 2 一 ’ ’ 3 一 4
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1．3．1粒子モデルa）蒸発一 2，3a 一 3ab 一 3a 一 一
3a，4b 2，3a，4c

液化b）嗅覚作用c）音

（注）数字，文字，記号の意味

　　1，2，3，4：内容が提案されている学年
　　a，b，．．．．：内容の観点

　　十　　　：十の記号がつけられた内容が、または内容の発展が行われているかどうか
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